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か
れ
の
祖
父
ジ
ョ
ン
。
パ
ー
ク
ス
は
、
ス
タ
ッ
フ
オ
ー
ド
シ
ャ
ー
州
と
ウ
ー
ス
タ
ー
シ
ャ
ー
州
の
境
、
へ
イ
ル
ズ
オ
ウ
エ
ン
で
牧
師
を

や
っ
て
い
た
。
息
子
が
ふ
た
り
い
た
。

Ｒ
・
オ
ル
コ
ッ
ク
卿
二
列

に
就
任
し
た
ハ
リ
ー
・
ス
ミ
ー

チ
ル
ズ
・
ホ
ー
ル
で
生
れ
た
。

こ
の
市
は
、
馬
具
。
皮
革
。
化
学
・
鉄
・
機
械
製
品
な
ど
を
製
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
五
キ
ロ
ほ
ど
北
に
む

か
う
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ッ
チ
と
い
う
村
が
あ
る
。

そ
こ
は
イ
ギ
リ
ス
の
ど
こ
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
村
で
、
別
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
平
ら
な
草
地
や
畑
の
な
か
に
、
農
家
が
み
え

か
く
れ
し
て
い
る
。
ま
た
遠
く
に
は
起
伏
す
る
丘
陵
が
み
ら
れ
る
。

Ｒ
・
オ
ル
コ
ッ
ク
卿
（
一
八
○
九
～
九
七
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
）
の
あ
と
を
襲
っ
て
、
第
二
代
目
の
駐
日
特
命
全
権
公
使
兼
総
領
事

に
就
任
し
た
ハ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
・
パ
ー
ク
ス
（
’
八
二
八
～
八
五
）
は
、
’
八
二
八
年
一
一
月
一
一
十
四
日
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ッ
チ
村
の
パ
ー

日
の
人
口
は
約
十
八
万
で
あ
る
。

ウ
ォ
ル
ソ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
中
部
、
ス
タ
ッ
フ
オ
ー
ド
シ
ャ
ー
州
南
部
の
都
市
で
あ
る
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
北
西
十
六
キ
ロ
に
あ
り
、
今

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

駐
日
公
使
ハ
リ
ー
。
Ｓ
・
パ
ー
ク
ス
の
墓

宮
永
孝
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長
男
の
ジ
ョ
ン
は
の
ち
に
海
軍
士
官
と
な
り
、
次
男
の
ハ
リ
ー
は
銀
行
勤
務
を
経
て
、
鉄
工
場
（
「
パ
ー
ク
ス
・
オ
ト
ゥ
ェ
ィ
社
』
経

営
者
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
来
日
し
た
パ
ー
ク
ス
の
父
で
あ
る
。

ハ
リ
ー
そ
の
人
は
、
活
発
で
独
立
独
歩
の
ひ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
か
れ
は
プ
リ
ッ
ジ
ノ
ー
ス
の
郵
便
局
長
と
書
籍
。
文
具
商
を
兼
ね

て
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ギ
ィ
ト
ン
の
娘
を
も
ら
い
、
や
が
て
子
供
が
三
人
う
ま
れ
た
。

パ
ー
ク
ス
は
い
ち
ば
ん
末
っ
子
で
あ
っ
た
。
一
八
三
二
年
、
母
が
と
っ
ぜ
ん
病
の
た
め
急
死
し
、
そ
の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
父
も
翌
年

の
夏
、
馬
車
の
事
故
が
も
と
で
逝
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
両
親
が
相
つ
い
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
三
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
当
時
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
住
ん
で
い
た
叔
父
ジ
ョ

ン
（
退
役
海
軍
将
校
）
に
ひ
き
と
ら
れ
、
養
育
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

叔
父
に
は
六
人
の
子
ど
も
が
あ
っ
た
。
パ
ー
ク
ス
は
い
と
こ
た
ち
と
ポ
ー
ル
サ
ム
の
寄
宿
学
校
に
か
よ
っ
た
。
少
年
時
代
の
パ
ー
ク
ス

の
唯
一
の
た
の
し
み
は
、
こ
の
叔
父
か
ら
海
や
艦
、
ネ
ル
ソ
ン
提
督
の
話
を
聞
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
八
三
七
年
、
叔
父
一
家
に
不
幸
が
襲
っ
た
。
叔
父
が
に
わ
か
に
亡
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
生
活
は
苦
し
く
な
っ
た
。
け

れ
ど
パ
ー
ク
ス
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
私
立
の
通
学
学
校
を
経
て
、
翌
年
に
は
名
門
校
キ
ン
グ
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
入

生
徒
で
あ
っ
た
。

学
し
た
。
時
に
パ
ー
ク
ス
は
十
歳
。

’
八
四
一
年
（
十
三
歳
）
、
パ
ー
ク
ス
は
清
国
に
い
る
二
人
の
姉
に
招
か
れ
、
イ
ギ
リ
ス
を
あ
と
に
し
た
。
姉
た
ち
は
、
従
妹
が
有
名

な
言
語
学
者
で
牧
師
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ギ
ュ
ッ
ッ
ラ
フ
師
の
妻
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
身
を
よ
せ
て
い
た
。

グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
古
典
語
を
主
教
科
と
し
、
大
学
進
学
準
備
を
す
る
中
等
学
校
で
あ
る
。
か
れ
は
こ
の
学
校
で
数
年
間
、
す
ぐ

れ
た
学
者
や
教
師
の
も
と
で
、
み
っ
ち
り
薫
陶
を
う
け
た
。
が
、
そ
の
天
性
の
才
質
は
ま
だ
開
花
せ
ず
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
目
立
た
ぬ
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本
国
に
一
時
帰
国
し
て
い
る
。

同
年
十
月
、
マ
カ
オ
に
着
く
と
、
中
国
語
の
勉
強
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
そ
の
語
学
を
も
っ
て
外
交
官
を
志
す
よ
う
に
な
っ

た
。
翌
年
五
月
、
ロ
パ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
（
イ
ギ
リ
ス
全
権
特
使
ヘ
ン
リ
ー
・
ポ
ッ
テ
ィ
ン
ジ
ャ
ー
卿
の
書
記
官
、
通
訳
）
の
も
と
で
働

く
よ
う
に
な
り
、
八
月
南
京
条
約
の
調
印
式
に
立
ち
あ
っ
た
。
当
時
、
か
れ
の
中
国
語
の
力
は
、
ま
だ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
は
い
え
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
重
宝
が
ら
れ
、
上
役
か
ら
か
わ
い
が
ら
れ
た
。

カ
ン
ト
ン

一
八
四
三
年
（
十
五
歳
）
、
九
月
、
広
東
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
以
後
通
訳
官
と
し
て

ア
モ
イ
プ
ー
チ
ヤ
ウ

厘
門
、
福
州
、
上
海
の
各
領
事
館
に
つ
と
め
た
。

一
八
五
四
年
（
二
十
六
歳
）
、
五
月
、
度
門
駐
在
イ
ギ
リ
ス
領
事
に
昇
進
し
た
。
そ
の
二
年
後
の
一
八
五
六
年
一
月
一
日
ト
ー
マ
ス
・

プ
ル
マ
ー
〔
祖
父
プ
ル
マ
ー
は
記
録
長
官
〕
の
五
女
フ
ァ
ニ
ー
・
ハ
ナ
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
結
婚
し
た
。

一
八
五
六
年
か
ら
二
ヵ
年
間
、
広
東
領
事
代
理
を
つ
と
め
、
こ
の
間
中
国
側
と
困
難
な
外
交
戦
を
演
じ
た
。
一
八
五
九
年
（
一
一
一
十
一
歳
）

ク
ー
ク
ー

上
海
領
事
に
転
進
し
、
翌
年
七
月
エ
ル
ギ
ン
卿
の
北
京
攻
略
戦
に
加
わ
り
、
通
訳
官
を
つ
と
め
た
。
八
月
太
沽
砲
台
を
占
領
後
、
同
僚
の

ト
マ
ス
。
Ｆ
・
ウ
ェ
ィ
ド
と
天
津
に
お
い
て
講
和
交
渉
を
お
こ
な
い
、
ほ
ぼ
妥
結
し
て
帰
る
途
中
の
九
月
十
八
日
、
清
国
側
の
好
計
に
は

ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
交
渉
団
と
と
も
に
捕
え
ら
れ
、
北
京
に
送
ら
れ
た
。

パ
ー
ク
ス
は
十
一
日
間
、
鎖
で
つ
な
が
れ
、
拷
問
な
ど
を
受
け
た
の
ち
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。
が
、
や
が
て
釈
放
さ
れ
た
。
一
八
六

一
一
年
（
三
十
四
歳
）
、
｜
月
、
賜
暇
を
え
て
帰
国
。
五
月
に
は
パ
ス
勲
位
二
等
勲
爵
士
と
な
っ
た
。

一
八
六
五
年
（
一
一
一
十
七
歳
）
、
三
月
、
初
代
駐
日
特
命
全
権
公
使
兼
総
領
事
Ｒ
・
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
卿
の
後
任
に
任
命
さ
れ
、
同
年
六
月

（
１
）
 

二
十
五
日
長
崎
に
来
航
し
、
七
月
十
八
日
（
慶
応
一
元
年
閏
５
．
泌
）
横
浜
に
到
着
し
た
。

こ
れ
よ
り
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
八
月
に
離
日
す
る
ま
で
足
掛
け
十
八
年
間
、
日
本
に
在
任
し
た
。
も
っ
と
も
こ
の
間
二
度
ほ
ど
、
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来
日
し
て
し
ば
ら
く
、
パ
ー
ク
ス
は
横
浜
の
公
使
館
（
現
・
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
地
）
の
隣
家
で
く
ら
し
、
そ
の
ご
江
戸
に
移
っ
た
。

だ
い
ち
中
う
じ

当
時
の
江
戸
の
公
使
館
は
、
大
中
寺
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
寺
は
前
の
公
使
館
東
禅
寺
よ
り
も
町
の
中
心
に
ち
か
く
、
便
利
な
場
所
に

あ
っ
た
が
、
部
屋
の
数
は
す
ぐ
な
い
上
に
暗
く
、
パ
ー
ク
ス
の
家
族
お
よ
び
館
員
が
住
む
に
は
、
手
狭
で
あ
っ
た
。

の
ち
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
、
高
輪
泉
岳
寺
の
前
に
家
屋
が
新
築
さ
れ
、
そ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
を
お
い
た
。
ふ
た
た
び
擾
夷
派

の
討
入
り
や
放
火
に
あ
っ
て
は
た
ま
ら
ぬ
と
の
配
慮
か
ら
、
「
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
」
と
は
呼
ば
ず
、
単
に
「
接
遇
所
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

こ
の
建
物
は
、
「
が
た
が
た
」
の
安
普
請
の
二
棟
か
ら
な
り
、
ひ
と
つ
は
公
使
の
居
館
に
あ
て
ら
れ
、
も
う
一
つ
は
館
買
の
喧
朋
に
な
っ

て
い
た
。
高
い
黒
板
塀
に
か
こ
ま
れ
、
外
か
ら
見
る
と
ま
る
で
牢
獄
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
建
て
つ
け
が
悪
い
上
に
、
暖
炉
の
設

（
２
）
 

傭
は
な
く
、
す
き
間
風
は
入
っ
て
く
る
し
、
冬
場
は
寒
さ
に
苦
し
め
ら
れ
た
。

維
新
後
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
は
、
三
田
台
町
の
上
野
沼
田
藩
の
下
屋
敷
に
移
り
、
さ
ら
に
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
春
、
半
蔵
門
外
麹

町
一
丁
目
堀
端
に
土
地
を
求
め
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
移
転
し
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
ま
た
横
浜
山
手
に
は
公
使
公
邸
が
あ
り
、

（
３
）
 

パ
ー
ク
ス
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、
江
一
戸
（
東
京
）
と
を
往
復
す
る
、
二
重
生
活
を
送
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
江
戸
の
任
地
に
は
、
パ
ー
ク
ス
の
下
に
、

シ
ド
ニ
ー
・
ロ
コ
ッ
ク
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
一
等
書
記
官

Ａ
・
Ｂ
．
Ｆ
・
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
…
…
…
…
…
…
二
等
書
記
官

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ユ
ス
デ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同
右
（
の
ち
代
理
領
事
と
し
て
箱
館
に
勤
務
）

ア
シ
ス
タ
ン
ト

ジ
ョ
ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
・
第
一
補
助
官
、
会
計
官

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
・
第
二
補
助
官
、
医
師

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
…
…
日
本
語
通
訳
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あ
り
、
人
か
ら
嫌
わ
れ
」

『
後
は
昔
の
記
』
所
収
）
。

幕
府
崩
壊
後
、
い
ち
は
や
く
新
政
府
を
承
認
し
、
そ
の
後
は
列
強
の
外
交
団
の
中
心
的
人
物
と
し
て
、
明
治
政
府
を
相
手
に
威
か
く
や

桐
喝
を
も
っ
て
、
た
び
た
び
政
府
に
圧
力
を
く
わ
え
る
と
い
っ
た
外
交
を
展
開
し
た
。

が
、
わ
が
国
の
文
明
開
化
に
も
一
役
買
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
物
の
輸
入
に
も
つ
と
め
た
。
財
政
の
整
理
、
貨
幣
の
鋳
造
、
公
債
の
募
集
、

（
５
）
 

鉄
道
の
敷
設
、
灯
（
ロ
の
建
設
な
ど
を
奨
励
し
、
新
文
明
の
誘
導
者
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
パ
ー
ク
ス
が
、
日
本
人
を
啓
発
指
導
し
て
、
文
化
の
域
に
ま
で
進
ま
せ
、
そ
の
工
業
や
貿
易
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
の

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
態
度
に
お
い
て
、
姑
が
新
婦
を
し
か
り
責
め
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
り
、
人
か
ら
嫌
わ
れ
た
が
、
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
私
利
を
は
か
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
（
林
董
「
パ
ー
ク
ス
は
公
正
な
り
」

ら
が
お
り
、

し
て
い
た
。

パ
ー
ク
ス
で
あ
っ
た
。

着
任
以
来
、
パ
ー
ク
ス
は
幕
府
を
相
手
に
強
硬
対
日
政
策
を
推
し
す
す
め
る
一
方
、
早
く
か
ら
薩
長
に
も
接
近
し
、
慶
応
四
年
の
朝
廷

に
よ
る
討
幕
の
う
ご
き
が
進
む
な
か
、
各
国
と
と
も
に
幕
府
に
対
し
て
局
外
中
立
を
守
っ
た
。
が
、
そ
の
裏
面
に
お
い
て
活
躍
し
た
の
は

す
こ
ぶ

パ
ー
ク
ス
は
日
本
在
任
中
、
「
我
国
人
に
悪
ま
れ
た
れ
ど
も
、
北
京
に
転
任
の
後
に
至
り
て
、
頗
る
追
慕
せ
ら
る
る
所
と
な
れ
り
」
Ｌ
」

Ｗ
．
Ｇ
．
ア
ス
ト
ン
．
．
…
・
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
通
訳
見
習
生

Ｈ
・
Ｓ
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
〃

ア
ー
・
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
・
〃

０
．
Ａ
・
ヴ
ァ
イ
ダ
ル
…
・
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
〃

（ん玉）

お
り
、
ｑ
ま
た
Ｖ
ｏ
Ｊ
ｏ
ア
プ
リ
ン
と
プ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
の
両
中
尉
、
ロ
パ
ー
ト
・
ダ
ル
シ
ー
（
不
詳
）
ら
が
公
使
館
の
警
備
を
担
当
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い
う
こ
と
だ
が
、
た
び
た
び
命
を
ね
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

一
八
六
八
年
（
四
十
歳
）
、
三
月
二
十
三
日
（
２
．
釦
）
明
治
帝
の
謁
見
を
う
け
る
た
め
、
参
内
途
中
、
京
都
市
街
に
お
い
て
凶
徒
の

襲
撃
を
う
け
た
。
こ
の
と
き
護
衛
の
騎
兵
九
名
は
傷
を
う
け
、
そ
の
う
ち
の
二
名
は
重
傷
で
あ
っ
た
。
さ
い
わ
い
パ
ー
ク
ス
は
、
馬
を
斬

ら
れ
る
だ
け
で
す
ん
だ
。
か
れ
は
謁
見
を
み
あ
わ
せ
、
大
坂
に
引
き
か
え
し
た
。
（
慶
応
４
．
３
．
７
『
中
外
新
聞
」
）
。

一
八
七
一
年
（
四
十
三
歳
）
、
こ
の
年
の
夏
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
イ
ギ
リ
ス
に
も
ど
り
、
岩
倉
使
節
団
の
接
待
役
を
つ
と
め
た
。

一
八
七
九
（
五
十
一
歳
）
か
ら
八
二
年
一
月
ま
で
、
本
国
で
す
ご
し
た
。
こ
の
間
に
妻
フ
ァ
ニ
ー
・
ハ
ナ
は
病
死
し
、
ま
た
条
約
改
正

問
題
で
は
い
ろ
い
ろ
助
言
を
行
な
っ
た
が
、
日
本
の
非
欧
化
、
行
政
と
法
の
不
整
備
な
ど
を
理
由
に
、
日
本
政
府
の
企
図
を
挫
折
さ
せ
た
。

一
八
八
二
年
、
聖
ミ
カ
エ
ル
・
聖
ジ
ョ
ー
ジ
勲
位
を
う
け
た
。

一
八
八
三
年
（
五
十
五
歳
）
、
七
月
、
む
か
し
の
同
僚
ト
マ
ス
。
Ｆ
・
ウ
ェ
ィ
ド
の
後
任
と
し
て
、
北
京
駐
在
イ
ギ
リ
ス
特
命
全
権
公

使
に
任
じ
ら
れ
、
清
国
に
転
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
八
月
末
に
日
本
を
去
っ
た
。

翌
年
、
朝
鮮
駐
在
全
権
公
使
を
兼
務
。

一
八
八
五
年
（
五
十
七
歳
）
、
三
月
二
十
二
日
、
過
労
と
ス
ト
レ
ス
、
熱
病
な
ど
に
よ
り
数
日
床
に
ふ
せ
た
の
ち
、
死
去
。
葬
儀
の
あ

と
遺
体
は
、
蒸
気
船
に
の
せ
ら
れ
本
国
に
運
ば
れ
た
。
遺
体
が
ロ
ン
ド
ン
に
着
く
と
、
ケ
ン
ジ
ン
グ
ト
ン
の
聖
メ
ア
リ
。
ア
ポ
ッ
ト
教
会

で
追
悼
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
同
年
六
月
二
十
六
日
ロ
ン
ド
ン
郊
外
に
あ
る
聖
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ホ
ィ
ッ
ト
チ
ャ
ー
チ
に
葬
ら
れ
た
。

（
６
）
 

一
八
八
七
年
、
聖
ポ
ー
ル
寺
院
に
お
い
て
、
さ
さ
や
か
な
記
念
式
典
（
パ
ー
ク
ス
の
胸
像
の
除
幕
式
）
が
も
よ
お
さ
れ
、
｜
兀
駐
日
公
使

こ
の
よ
う
に
パ
ー
ク
ス
は
、
幼
い
こ
ろ
に
両
親
を
な
く
し
、
叔
父
夫
妻
に
養
育
さ
れ
、
中
等
教
育
を
受
け
た
だ
け
で
、
大
学
の
課
程
を

ふ
む
機
会
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
が
、
実
地
に
中
国
語
を
学
ん
だ
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
外
交
事
務
官
か
ら
身
を
お
こ
し
、
や
が
て
通
訳
官

一
八
八
七
年
、
聖
ポ
ー
ル
士

の
オ
ル
コ
ッ
ク
も
参
列
し
た
。
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駐日公使ハリ ．Ｓ・パークスの墓

た
だ
す

い
む
お
い

林
董
（
一
八
五
○
～
一
九
一
一
二
、
明
治
期
の
外
交
官
）
に
よ
る
と
、
日
本
に
い
た
こ
ろ
の
パ
ー
ク
ス
は
、
「
飛
ぶ
鳥
も
落
る
勢
」
で
あ
っ

た
の
で
、
本
国
に
お
い
て
も
さ
ぞ
か
し
威
勢
が
よ
い
の
で
あ
ろ
う
、
と
日
本
の
外
交
官
は
お
も
っ
て
い
た
ら
し
い
。

と
こ
ろ
が
岩
倉
使
節
が
条
約
改
正
問
題
で
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
外
相
と
談
判
し
た
と
き
、
パ
ー
ク
ス
は
末
席
に
つ
き
、
外
相
の
発
言
の
間
を

待
っ
て
わ
ず
か
に
□
を
は
さ
む
程
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
パ
ー
ク
ス
を
呼
ぶ
と
き
も
、
「
サ
ー
」
（
卿
）
を
つ
け
ず
、
「
ミ
ス
タ
ー
、
パ
ー
ク

危
い
し

▼
▼
 

ぞ
つ
む
よ

余
は
足
下
に
対
て
駐
清
英
国
女
王
陛
下
の
特
命
全
権
公
使
ゾ
ル
・
ハ
ル
リ
ー
・
エ
ス
・
パ
ー
カ
／
ス
君
が
不
時
急
卒
の
卒
去
（
死
）
に
就
き
、
余
が
深
き

め
ん
ち
ん

か
つ
▲
た

痛
悼
の
情
を
英
国
外
務
卿
グ
ラ
ウ
ヰ
ル
（
Ｌ
・
Ｓ
・
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
一
八
一
五
～
九
一
）
伯
閣
下
に
対
て
面
陳
（
会
っ
て
直
接
に
い
う
）
‐
し
、
且
又
同
伯

か
あ
ず
か

に
対
て
、
我
が
日
本
政
府
は
斯
く
も
我
国
文
明
開
化
の
進
歩
輿
り
て
最
Ｊ
、
力
あ
り
、
且
は
其
の
久
し
く
我
国
に
駐
在
せ
ら
れ
て
朝
廷
官
吏
の
間
に
斯
く
も

た

多
く
の
親
友
を
得
ら
れ
た
る
人
の
卒
去
に
就
き
て
は
、
只
だ
痛
悼
を
感
ず
る
の
外
な
き
事
を
面
陳
あ
る
べ
き
旨
を
訓
令
す
。

と
な
り
、
つ
い
に
は
特
命
全
権
公
使
と
い
っ
た
、
外
交
官
と
し
て
は
も
っ
と
も
高
い
地
位
に
つ
い
た
。
こ
の
よ
う
に
異
例
の
出
世
を
と
げ

た
の
は
、
そ
の
才
識
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
職
務
に
た
い
し
て
実
直
で
あ
り
、
私
利
に
う
す
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
の
死
が
麹
町
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
に
電
報
を
も
っ
て
知
ら
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
八
（
’
八
八
五
）
年
一
一
一
月
二
十
二
日
の
夜
八
時
す

ぎ
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
３
．
妬
『
時
事
』
。

そ
の
計
音
を
き
い
て
、
時
の
井
上
外
務
卿
は
、
ロ
ン
ド
ン
駐
在
の
河
瀬
真
孝
公
使
に
た
い
し
て
、
左
記
の
よ
う
な
訓
電
を
う
っ
た
。

東
京
に
於
て

外
務
卿
伯
爵
井
上
馨

（
ロ
ン
ｒ
ン
）

英
国
倫
敦
府
駐
在
特
命
全
権
公
使

河
瀬
真
孝
足
下

三
月
廿
五
日
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そ
の
場
に
い
た
林
（
当
時
、
書
記
官
）
は
、
パ
ー
ク
ス
の
真
正
の
位
階
姓
名
を
外
相
が
よ
く
知
っ
て
い
な
い
よ
う
で
は
、
こ
の
人
物
は

そ
れ
ほ
ど
の
大
物
で
は
あ
る
ま
い
、
と
お
も
っ
た
。
か
え
っ
て
楽
屋
裏
が
よ
く
わ
か
り
、
パ
ー
ク
ス
も
大
い
に
器
量
を
下
げ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
（
「
本
国
に
於
け
る
パ
ー
ク
ス
」
）
。

わ
た
し
は
こ
の
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
邦
人
に
よ
る
パ
ー
ク
ス
伝
が
あ
る
か
ど
う
か
捜
し
て
み
た
が
、
人
名
辞
典
の
類
に
小
さ
な
記
事

が
散
見
す
る
ぐ
ら
い
で
、
真
に
小
伝
と
い
え
る
も
の
す
ら
無
い
に
ひ
と
し
い
こ
と
を
知
っ
た
。
あ
え
て
伝
記
と
呼
べ
る
も
の
に
、
明
治
三

十
年
代
に
『
史
談
会
速
記
録
」
に
四
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
故
英
国
公
使
巴
屈
斯
氏
伝
記
」
（
寺
師
宗
徳
）
と
い
う
も
の
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
ス
タ
ン
レ
ー
・
レ
イ
ン
Ⅱ
プ
ー
ル
と
Ｆ
・
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
デ
ィ
キ
ン
ス
の
共
著
『
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
卿
伝
』
（
の
国
こ
の
］

Ｐ
目
の
‐
ｂ
８
一
ｍ
目
句
・
ぐ
】
・
目
ロ
・
嵐
口
囚
曰
鳶
ト
篇
こ
め
（
里
旨
『
こ
ぎ
爵
Ｂ
、
ご
ｏ
」
の
・
冨
四
、
目
一
一
：
四
目
○
・
・
Ｐ
Ｃ
目
・
ロ
・
］
、
の
←
）

を
下
敷
に
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
つ
い
で
『
史
学
雑
誌
』
（
第
九
編
第
一
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
サ
ー
・
ハ
ー
リ
・
パ
ー
ク
ス
の
伝

記
」
（
吉
国
藤
吉
）
は
、
い
ま
述
べ
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
手
に
な
る
伝
記
の
中
味
の
大
要
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
パ
ー

ク
ス
そ
の
人
の
閲
歴
に
す
こ
し
ふ
れ
た
部
分
が
あ
る
。

し
の
蛾

ま
た
昭
和
初
期
に
法
学
博
士
・
信
夫
淳
平
が
執
筆
し
た
「
明
治
の
外
交
史
上
に
於
け
る
パ
ー
ク
ス
の
位
地
」
い
～
③
（
『
国
際
法
外
交

雑
誌
』
昭
和
３
．
９
～
同
４
．
２
）
は
、
主
に
日
本
に
お
け
る
パ
ー
ク
ス
の
政
治
活
動
と
事
蹟
に
つ
い
て
叙
述
し
た
も
の
だ
が
、
逸
話
や

日
本
に
お
け
る
パ
ー
ク
ス
の
事
蹟
ｌ
イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
見
た
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
外
交
史
に
つ
い
て
は
、
先
に
の
べ
た

『
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
卿
伝
』
の
第
二
巻
（
句
・
ｐ
Ｄ
－
Ｄ
丙
ご
印
白
言
い
篇
＆
国
ミ
ミ
曾
謡
⑮
い
》
○
三
目
陣
］
四
℃
目
『
・
］
・
国
菖
口
冨
の
『

勺
一
の
自
甘
・
【
の
貝
］
胃
］
・
冨
山
Ｃ
曰
一
］
］
目
：
□
○
・
・
］
⑭
程
）
の
う
ち
、
主
と
し
て
日
本
に
関
係
し
た
部
分
、
門
国
自
か
ら
凋
滉
〆
貝
ま
で
を
抜

奇
談
に
も
言
及
し
て
い
る
。

ス
」
と
呼
ん
で
い
た
。
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駐日公使ハリー．Ｓ・パークスの墓

は
じ
め
て
出
会
っ
て
六
週
間
後
、
パ
ー
ク
ス
と
フ
ァ
ー
ー
ー
・
プ
ル
マ
ー
は
、
一
八
五
六
年
一
月
一
日
ホ
ウ
ィ
ッ
ト
チ
ャ
ー
チ
の
か
の
有
名
な
礼
拝
堂
で

結
婚
式
を
あ
げ
た
。
ヘ
ン
デ
ル
が
シ
ャ
ン
ド
ス
公
の
た
め
に
た
び
た
び
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
た
所
で
あ
る
Ｐ
鳶
旦
起
ロ
コ
ピ
曾
忌
輔
切
・
ぐ
・
Ｐ
』
・
ロ
・
』
田
）
。

と
あ
る
。

ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
卿
は
、
小
さ
な
教
会
の
静
か
な
墓
地
に
お
い
て
、
妻
の
か
た
わ
ら
に
葬
ら
れ
た
。
そ
の
教
会
は
、
こ
の
夫
婦
が
三
十
年
ほ
ど
前
に

結
婚
式
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ホ
ウ
ィ
ッ
ト
チ
ャ
ー
チ
（
三
三
百
百
『
：
）
は
か
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
た
の
を
目
撃
し
た
。
死
は
ふ
た
り
を
分
か
っ

こ
と
は
な
か
っ
た
（
ト
（
奇
＆
垣
ｇ
こ
ぎ
忌
鴎
・
く
。
－
．
Ｐ
勺
・
←
ｇ
）
。

さ
て
、
パ
ー
ク
ス
の
経
》

に
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
、

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

る
｡ 

い
て
訳
出
し
た
「
パ
ー
ク
ス
伝
日
本
駐
在
の
日
々
ｌ
譲
瀞
…
異
東
洋
文
庫
平
凡
社
」
が
あ
る
．

こ
れ
に
は
訳
者
に
よ
る
、
パ
ー
ク
ス
の
略
年
譜
、
原
著
者
デ
ィ
キ
ン
ス
の
こ
と
、
パ
ー
ク
ス
卿
伝
に
つ
い
て
の
短
い
解
説
が
つ
い
て
い

わ
た
し
の
墓
さ
が
し
は
、
こ
の
「
ホ
ウ
ィ
ッ
ト
チ
ャ
ー
チ
」
な
る
も
の
を
捜
す
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
が
、
は
じ
め
こ
れ
は
教
会
名

ま
た
、
「
ホ
ウ
ィ
ッ
ト
チ
ャ
ー
チ
」
の
名
が
出
て
く
る
く
だ
り
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

パ
ー
ク
ス
の
埋
葬
に
関
し
て
は
、
『
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
卿
伝
』
に
、

パ
ー
ク
ス
の
経
歴
の
概
略
は
、
以
上
の
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
プ
ー
ル
と
デ
ィ
キ
ン
ス
の
共
著
『
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
卿
伝
』

ら
れ
て
い
な
い
、
ま
た
わ
が
国
の
史
家
が
こ
れ
ま
で
に
言
及
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
パ
ー
ク
ス
の
墓
碑
、
記
念
碑
、
胸
像
な
ど
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な
の
か
、
そ
れ
と
も
地
名
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
結
果
、
や
は
り
教
会
名
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
の
手
が
か
り
を
最
初
に
あ
た
え
て
く
れ
た
の
は
、
ベ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
レ
ゴ
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ヒ
ー
パ
ー
ト
共
編
『
ロ
ン
ド
ン
百

科
辞
典
』
（
曰
斎
ト
・
員
○
菖
魯
Ｃ
ｓ
一
ｓ
ロ
巳
貫
三
目
日
一
一
一
目
．
］
①
忠
）
で
あ
る
。
そ
の
中
の
記
述
に
、

と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。

こ
の
一
文
に
よ
り
、
「
ホ
ィ
ッ
ト
チ
ャ
ー
チ
」
の
正
式
名
が
、
「
聖
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ホ
ィ
ッ
ト
チ
ャ
ー
チ
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

が
、
問
題
は
そ
れ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
土
地
感
の
な
い
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
と
っ
て
、
外
国
で
実
地
に
場
所
や

建
物
を
さ
が
し
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
が
、
カ
ー
ル
・
ベ
デ
ィ
ヵ
ー
の
一
連
の
旅
行
者
ガ
イ
ド
。
ブ
ッ
ク
便
覧
な
ど
は
、
や
は
り

必
須
の
文
献
と
い
え
よ
う
か
。
わ
た
し
な
ど
は
、
多
年
こ
れ
を
各
国
別
に
あ
つ
め
、
つ
ね
に
座
右
に
置
い
て
参
考
に
し
て
い
る
。
年
代
的

に
は
、
や
や
新
し
い
刊
本
だ
が
、
ベ
デ
ィ
カ
ー
の
『
ロ
ン
ド
ン
と
近
郊
』
（
【
・
国
四
の
Ｑ
の
六
の
同
炉
Ｃ
ａ
Ｏ
再
§
＆
爵
曹
菖
さ
冒
巳
閏
）
に
、

’
七
一
○
年
、
リ
ト
ル
・
ス
タ
ン
モ
ァ
の
邸
宅
は
、
の
ち
の
シ
ャ
ン
ド
ス
公
で
あ
る
ジ
ェ
ィ
ム
ズ
・
プ
リ
ジ
ズ
に
ゆ
ず
り
渡
さ
れ
た
。
若
い
こ
ろ
プ
リ

ジ
ズ
は
軍
の
主
計
総
監
と
な
り
、
か
な
り
の
財
を
た
く
わ
え
、
そ
の
一
部
を
”
ギ
ャ
ノ
ン
ズ
“
と
呼
ば
れ
た
邸
宅
に
使
っ
た
。
ま
た
十
六
世
紀
に
建
て
ら

セ
ソ
ー

れ
た
聖
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ホ
ィ
ッ
ト
チ
ャ
ー
チ
の
改
築
に
使
わ
れ
た
。
大
邸
宅
の
ほ
う
は
じ
き
に
取
り
こ
わ
さ
れ
た
が
、
教
会
は
い
ま
も
使
わ
れ
て
お
り
、

ユ
ニ
ー
ク
な
建
物
で
あ
る
（
七
二
九
頁
）
。

お
よ
そ
一
マ
イ
ル
半
ほ
ど
西
に
ゆ
く
と
、
Ｇ
・
Ｎ
・
Ｒ
の
支
線
の
駅
、
エ
ッ
ジ
ウ
ェ
ァ
が
あ
る
。
こ
の
駅
に
近
接
し
て
い
る
の
が
、
ホ
ィ
ッ
ト
モ
ァ
ま

た
は
リ
ト
ル
・
ス
タ
ン
モ
ア
で
あ
る
。
そ
の
近
く
に
す
ば
ら
し
い
大
邸
宅
”
ギ
ャ
ノ
ン
ズ
“
が
あ
る
。
こ
れ
は
シ
ャ
ン
ド
ス
公
が
、
一
七
一
五
年
か
ら
二

○
年
に
か
け
て
、
二
十
五
万
ポ
ン
ド
使
っ
て
建
て
た
も
の
だ
が
、
一
七
四
七
年
に
取
り
こ
わ
さ
れ
た
。
ヘ
ン
デ
ル
は
、
一
七
一
八
年
か
ら
二
一
年
に
か
け
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駐日公使ハリ .Ｓ・パークスの墓

ほ
う
か
ら
、
オ
ル
ガ
ン
の
》

ず
ね
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

エ
ッ
ジ
ウ
ェ
ア
は
、
い
ま
は
郊
外
の
住
宅
地
と
い
っ
た
所
で
、
駅
周
辺
に
は
商
店
が
つ
ら
な
っ
て
い
る
。
駅
の
外
に
で
る
や
、
わ
た
し

は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ロ
ー
ド
を
左
に
ま
っ
す
ぐ
歩
き
だ
し
た
。
十
分
も
歩
い
た
ろ
う
か
、
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
と
い
う
小
さ
な
教
会
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
境
内
に
入
り
、
一
時
間
ほ
ど
古
い
墓
の
碑
文
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
読
ん
だ
の
ち
、
ふ
た
た
び
歩
き
だ
し
た
。

途
中
、
何
度
か
通
行
人
を
つ
か
ま
え
、
「
ホ
ィ
ッ
ト
チ
ャ
ー
チ
」
と
い
う
教
会
を
知
ら
な
い
か
、
た
ず
ね
た
。
が
、
知
ら
な
い
、
と
い

レ
イ
ン

う
答
が
む
な
し
く
返
っ
て
く
る
。
や
が
て
知
っ
て
い
る
、
と
い
う
者
が
現
わ
れ
、
ホ
ィ
ッ
ト
モ
ァ
通
り
を
ま
っ
す
ぐ
行
け
と
い
う
。
歩
い

て
い
る
う
ち
に
、
並
木
の
あ
る
通
り
に
さ
し
か
か
っ
た
。
そ
の
通
り
の
両
側
に
人
家
が
、
間
隔
を
お
い
て
建
っ
て
い
る
。
知
ら
ぬ
土
地
を
、

人
に
道
を
た
ず
ね
な
が
ら
歩
く
こ
と
の
不
安
は
、
こ
と
ば
で
い
い
尽
く
せ
ぬ
。

よ
う
や
く
石
壁
と
教
会
ら
し
い
建
物
が
み
え
て
き
た
。
エ
ッ
ジ
ウ
ェ
ア
駅
か
ら
大
人
の
足
で
二
、
三
十
分
ぐ
ら
い
の
所
で
あ
る
。
木
製

の
門
が
あ
り
、
そ
の
わ
き
に
ｍ
庁
・
Ｐ
口
暑
『
の
ロ
８
○
百
『
Ｓ
の
看
板
が
み
え
た
。
そ
の
曰
は
ち
ょ
う
ど
日
曜
日
に
あ
た
っ
て
い
た
。
建
物
の

ほ
う
か
ら
、
オ
ル
ガ
ン
の
音
に
あ
わ
せ
て
歌
声
が
き
こ
え
て
く
る
。
礼
拝
が
お
わ
る
の
を
待
っ
て
、
牧
師
に
パ
ー
ク
ス
の
墓
の
所
在
を
た

わ
た
し
は
こ
れ
ら
二
つ
の
記
述
を
手
が
か
り
に
、
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
某
日
、
地
図
・
カ
メ
ラ
・
ノ
ー
ト
を
も
っ
て
、
ひ
と
ま
ず
地
下

ラ
イ
ン

鉄
ピ
カ
デ
リ
ー
線
の
終
点
エ
ッ
ジ
ウ
ェ
ァ
（
圏
、
肴
囚
『
の
）
駅
ま
で
ゆ
く
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
ま
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
中
心
か
ら
約
四
、

五
十
分
位
の
行
程
で
あ
る
。

と
い
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。

て
、
聖
ロ
ー
レ
ン
ス
教
会
に
お
い
て
、
同
公
爵
の
聖
歌
隊
指
揮
者
兼
オ
ル
ガ
ン
奏
者
を
つ
と
め
た
（
四
五
七
頁
）
。

勤
行
が
お
わ
る
ま
で
の
間
、
教
会
の
建
物
の
ま
わ
り
に
無
数
に
み
ら
れ
る
墓
碑
に
、
パ
ー
ク
ス
の
名
が
な
い
か
、
さ
が
し
て
み
た
が
、
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み
つ
か
ら
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
こ
の
教
会
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
ぬ
、
と
い
っ
た
不
安
が
心
を
よ
ぎ
る
。

礼
拝
が
お
わ
っ
た
。
牧
師
は
建
物
の
入
口
の
と
こ
ろ
で
、
会
衆
を
ひ
と
り
ひ
と
り
送
り
だ
し
て
い
る
。
か
れ
ら
は
こ
れ
か
ら
別
棟
（
集

会
所
）
に
行
き
、
そ
こ
で
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
会
話
を
た
の
し
む
の
で
あ
る
。
牧
師
を
つ
か
ま
え
、
パ
ー
ク
ス
卿
の
墓
を
さ
が
し
に
来
た
、

ウ
オ
ー
デ
ン

と
い
っ
た
ら
、
老
い
た
監
理
人
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

集
会
所
で
お
茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
監
理
人
は
、
パ
ー
ク
ス
卿
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
、
そ
の
記
念
碑
が
教
会
の
な
か
に
あ
る
、

と
も
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
ば
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
は
る
ば
る
こ
こ
ま
で
歩
い
て
き
た
苦
労
な
ど
、
い
っ
ぺ
ん
に
吹
き
と
ん
で
し
ま
っ
た
。

わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
海
外
に
お
い
て
た
び
た
び
実
地
踏
査
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
た
い
て
い
幸
運
に
め
ぐ
ま
れ
る

の
で
あ
る
。
や
が
て
先
ほ
ど
の
牧
師
が
や
っ
て
来
た
の
で
、
そ
の
案
内
を
う
け
、
教
会
内
に
入
る
こ
と
に
し
た
。

聖
ロ
ー
レ
ン
ス
教
会
が
あ
る
リ
ト
ル
・
ス
タ
ン
モ
ァ
の
教
区
は
、
そ
の
む
か
し
樹
木
が
う
っ
そ
う
と
茂
っ
た
、
の
ど
か
な
田
園
地
帯
で

あ
っ
た
。
が
、
一
九
二
○
年
か
ら
三
○
年
代
に
か
け
て
、
地
下
鉄
の
路
線
が
エ
ッ
ジ
ウ
ェ
ァ
ま
で
伸
び
る
に
お
よ
ん
で
、
こ
の
教
区
は
す
っ

サ
パ
ー
ピ
ア

か
り
近
代
化
の
波
に
お
し
流
さ
れ
、
郊
外
の
住
宅
地
と
な
っ
た
。

教
会
の
敷
地
は
二
エ
ー
カ
あ
る
。
教
会
の
建
物
は
石
づ
く
り
で
あ
る
。
十
五
世
紀
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
（
後
期
垂

（
７
）
 

ピ
ユ
ー

直
様
式
）
の
塔
（
図
版
Ｉ
）
が
つ
い
て
い
る
。
建
物
は
け
っ
し
て
大
き
く
は
な
い
。
内
陣
の
祭
壇
の
ま
え
は
会
衆
席
。
祭
壇
の
う
え
の
天

井
に
ル
イ
・
ラ
ゲ
ー
ル
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
”
エ
ホ
バ
の
祈
り
“
の
大
き
な
フ
レ
ス
コ
画
が
描
か
れ
て
い
る
。

人
口
を
入
っ
て
す
ぐ
右
手
の
壁
に
、
大
き
な
大
理
石
の
石
板
が
い
く
つ
も
う
め
込
ま
れ
て
お
り
、
パ
ー
ク
ス
の
義
父
ト
マ
ス
・
ホ
ー
ル
・

プ
ル
マ
ー
の
次
男
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
プ
ル
マ
ー
ニ
八
五
六
～
’
九
一
四
）
の
記
念
碑
が
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
プ
ル
マ
ー
の
四
女
ジ
ュ
リ
ア
・
マ
リ
ア
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
レ
イ
サ
ン
・
ト
ン
プ
ソ
ン
中
佐
夫
人
）
の
記
念
碑
の
下
に
、
パ
ー
ク
ス

の
妻
フ
ァ
ー
ー
ー
・
ハ
ナ
の
も
の
が
目
に
と
ま
っ
た
。
つ
ぎ
に
引
く
碑
文
が
そ
れ
で
あ
る
。
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駐日公使ハリ Ｓ・パークスの墓

か
つ
た
。

さ
て
つ
ぎ
に
肝
心
の
パ
ー
ク
ス
の
墓
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
こ
の
教
会
の
記
録
は
厳
重
に
監
理
さ
れ
て
お
り
、
関
係
者
以
外
、
た

れ
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
わ
た
し
は
老
監
理
人
に
案
内
さ
れ
て
、
記
録
保
管
室
に
連
れ
て
ゆ
か
れ
た
が
、
中
に
は
入
れ
て
も
ら
え
な

同
氏
は
一
八
八
五
年
三
月
二
十
一
一
日
、
北
京
に
お
い
て
死
去
。
享
年
五
十
七
歳
。
そ
の
遺
骸
は
、
こ
の
教
会
に
隣
接
す
る
パ
ー
ク
ス
家
の
墓
所
で

安
ん
で
い
る
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
た
ゆ
ま
ず
国
家
の
た
め
に
献
身
し
た
の
ち
、
若
く
し
て
名
誉
と
義
務
が
あ
る
地
位
を
果
た
す
最
中
に
た
お
れ
た
。

か
れ
は
万
人
か
ら
愛
さ
れ
、
か
つ
そ
の
死
は
い
た
ま
れ
た
。
重
大
な
時
局
に
あ
た
っ
て
、
若
死
し
た
こ
と
は
、
か
れ
が
四
十
五
年
に
わ
た
っ
て
難
事

に
取
り
く
ん
だ
東
洋
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
階
厨
の
ひ
と
び
と
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
不
幸
で
あ
り
、
ま
た
同
胞
に
と
っ
て
は
国
家
的
損
失
で
あ
る
。

恥

”
汝
は
つ
か
れ
、
も
の
う
い
の
か
。
汝
は
ひ
ど
く
悲
し
ん
で
い
る
の
か
？
“

”
わ
が
も
と
に
来
る
が
よ
い
、
来
た
ら
よ
く
休
む
が
よ
い
、
と
、
主
は
い
わ
れ
た
。
“

こ
の
記
念
碑
は
、
悲
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

（
大
意
）

女
王
陛
下
の
清
国
お
よ
び
日
本
駐
在
特
命
全
権
公
使
ハ
リ
ー
ズ
ミ
ス
・
パ
ー
ク
ス
の
愛
す
べ
き
想
い
で
の
た
め
に
。

の
同
国
。
□
の
○
毎
Ｆ
シ
乏
冨
『
く
シ
ヱ
ロ
ョ
○
国
の
。
。
ご
ｚ
弓
幻
く
三
面
ヱ
ン
ヱ
シ
ヨ
ｏ
ｚ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
ｏ
の
の
．

喀
冒
二
目
＆
Ｂ
２
ロ
ゴ
暮
○
種
白
戴
四
｛
量
圃
ロ
ミ

ニ
目
②
ｓ
甸
貝
時
（
己
協
③
烏

圏
（
ご
言
い
（
○
二
荷
電
②
旦
暮
◎
苗
⑪
ざ
葛
凰
８
言
冒
頭
。
⑮
貝
忌
呉
罰

『
雪
の
『
シ
因
Ｐ
向
日
ミ
ン
、
向
勾
向
。
『
ロ
ロ
国
臣
四
ｍ
の
。
”
万
○
三
三
○
ｎ
国
い
□
幻
向
三
・
（
図
版
Ⅱ
）

213 



老
監
理
人
だ
け
が
、
パ
ー
ク
ス
の
墓
の
位
置
を
確
認
す
る
た
め
、
部
屋
の
な
か
に
入
っ
た
。
や
が
て
わ
た
し
は
、
部
屋
か
ら
出
て
き
た

老
人
と
い
っ
し
ょ
に
墓
に
む
か
っ
た
。
パ
ー
ク
ス
の
墓
は
、
教
会
の
塔
か
ら
三
、
四
十
メ
ー
タ
ー
ほ
ど
離
れ
た
所
‐
１
－
木
の
茂
み
に
か
く

れ
る
よ
う
に
し
て
建
っ
て
い
る
。

墓
は
大
理
石
で
で
き
た
大
き
な
十
字
架
で
あ
る
（
図
版
Ⅲ
）
。
三
段
の
台
石
の
う
え
に
の
っ
て
お
り
、
前
方
に
三
十
度
ほ
ど
傾
い
て
い

る
。
正
面
の
台
座
の
と
こ
ろ
に
、

バ
ス
勲
位
二
等
勲
爵
士
、
聖
ミ
ヵ
ェ
ル
・
聖
ジ
ョ
ー
ジ
勲
位
を
授
与
さ
れ
た
ハ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
・
パ
ー
ク
ス
卿
（
’
八
八
五
年
三
月
一
一
十
一
一
日
死

去
）
と
そ
の
妻
ア
ー
ー
ー
・
ハ
ナ
・
パ
ー
ク
ス
（
一
八
七
九
年
十
一
月
十
八
日
死
去
）
の
想
い
で
の
た
め
に
。

（
大
意
）

『
Ｚ

Ｐ
Ｃ
ご
■
ｚ
の
三
両
三
○
幻
邑

○
句

四
幻
起
崔
丙
宛
臣
切
二
白
『
国
勺
鈩
詞
【
因
の

。
・
０
．
三
・
。
》
門
○
・
国

ロ
局
ロ
圏
ｚ
ロ
三
シ
幻
○
四
」
の
忠

シ
ｚ
Ｄ
ｏ
司
困
扇
夛
邑
甸
向

シ
二
三
竜
困
シ
ヱ
ヱ
シ
宅
鈩
丙
宍
向
の

ロ
『
ロ
ロ
』
⑭
『
匹
乙
。
ご
丙
］
②
『
④
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駐日公使ハリー．Ｓ・パークスの墓

こ
の
合
碑
は
、
パ
ー
ク
ス
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
供
た
ち
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

パ
ー
ク
ス
の
胸
像
（
大
理
石
）
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
聖
ポ
ー
ル
寺
院
の
地
下
室
に
、
大
勢
の
名
士
た
ち
の
そ
れ
と
と
も
に
安
置
さ
れ
て
い

る
［
図
版
四
・
が
、
地
下
室
は
非
公
開
で
あ
り
、
中
に
入
る
に
は
許
可
が
い
る
。

幕
末
か
ら
維
新
期
に
か
け
て
、
わ
が
国
に
や
っ
て
来
た
外
交
官
は
数
多
い
が
、
パ
ー
ク
ス
は
と
り
わ
け
激
動
の
時
代
を
日
本
人
と
と
も

に
生
き
、
か
れ
ら
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
ち
、
ま
た
わ
が
国
の
そ
の
後
の
発
展
を
直
接
目
の
あ
た
り
に
し
た
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
人
間
的

魅
力
に
は
、
い
ま
ひ
と
つ
欠
け
る
が
、
わ
が
国
の
近
代
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

几
い
い
８

パ
ー
ク
ス
に
興
味
を
お
ぼ
え
、
そ
の
筌
域
に
お
い
て
、
墓
を
発
見
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
よ
ろ
こ
び
で
あ
っ
た
。
当
初
、
駐
日
フ
ラ

ン
ス
公
使
レ
ォ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
の
墓
に
つ
い
て
も
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
の
機
会
に
し
た
い
。

ず
で
あ
る
。

と
い
っ
た
文
字
が
、
か
す
か
に
読
み
と
れ
る
。
刻
字
は
か
な
り
摩
滅
し
て
お
り
、
こ
れ
で
は
簡
単
に
墓
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
は
で
き
い
は

（
１
）
⑫
国
ロ
］
の
『
Ｆ
目
の
，
勺
。
。
一
目
○
句
．
ご
－
日
。
『
豆
、
六
一
．
輿
ヨ
コ
の
口
「
の
。
『
の
一
『
四
四
『
『
量
石
口
『
丙
の
ｍ
・
砲
ぐ
○
一
ｍ
・
二
口
ｎ
日
】
二
目
画
ゴ
旦
ｏ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｐ
Ｑ
ｏ
Ｐ

】
忠
一
お
よ
び
○
の
。
『
晩
の
の
ヨ
ー
ニ
編
『
す
の
ロ
ー
ｇ
ｏ
園
『
臣
・
『
ｚ
具
一
○
目
一
四
・
ｍ
『
四
口
ご
・
。
×
〔
・
ａ
ロ
ヨ
ぐ
・
勺
『
の
、
、
．
Ｐ
・
己
○
コ
を
参
照
。

（
２
）
嫁
町
嬬
三
冊
．
サ
ト
ゥ
嘱
衝
『
｜
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
上
』
（
岩
波
醤
店
、
昭
和
五
○
年
）
、
一
三
一
一
一
、
二
○
四
～
二
○
五
頁
。

（
３
）
川
崎
晴
郎
『
幕
末
の
駐
日
外
交
官
・
領
事
官
』
（
雄
松
堂
出
版
、
昭
和
六
一
一
一
年
一
一
一
月
）
、
一
五
八
～
一
五
九
頁
。

（
４
）
注
（
２
）
お
よ
び
注
（
３
）
を
参
照
。

（
５
）
「
サ
ー
・
ハ
ー
リ
・
パ
ー
ク
ス
の
伝
記
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
九
編
第
一
号
）
を
参
照
。

（
６
）
注
（
１
）
に
同
じ
。

注
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（
７
）
の
芹
伊
巴
胃
の
ロ
ロ
の
ミ
ヨ
百
百
３
．
口
三
の
、
菌
ロ
日
。
『
の
．
シ
の
声
◎
鼻
の
昌
口
⑩
后
爵
を
参
照
。
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駐日公使ハリー．Ｓ・パークスの墓

《エッジウェア駅
周辺および

聖ローレンス教会》
臺議i11ﾖﾆI惑ｽ…‘臺議i11ﾖﾆI惑ｽ…‘
このあたりにパ

|lliiiliiiI 
住
宅

ヨ《StLawY･ence

Church》

教会の建物

ヨ《StLawY･ence

Church》

教会の建物

《

教会の入口

教会

一並木

一やや下り坂

一並木

一やや下り坂

一並木

一やや下り坂

住宅住宅住宅

典
／１ 

Whitchu Whitchu｢てhlaneWhitchu｢てhlane

Highstreet 
Edgwame 

111k二11菫if1iiL
－－ＳＬＭa顔retosChu｢℃ｈ
Ｉ 

ＨａＩｅｌａｎｅ 

､Qへ商店街，

－－ＳＬＭａ 

やや登り坂

ベ

Edgwaに駅Stationmad 

(箪者作図）
[地図Ｉ］
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《聖ローレンス教会の内部》

－， 
祭岨

□ 

ここにパークスの

妃念碑【金風板］がある

□ 

ここにバークスの饗

ファニー・ハナの記念碑力'ある

会衆席
一一教会の入り口

塔［礼拝堂］

[平面図］ (簸者作図）

樹
木
の
葉

か
た
む
い
て
い
る

(簸者作図）

２１８ 

文字あり



駐日公使ハリー．Ｓ・パークスの墓

パークスが眠る「聖ローレンス・ホウィヅトチャーチ」
（箪者撮影）

欄蝿墜孔

教会内にあるバークスの記念碑［金属板］（筆者撮影）
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llii護i電

パークスの墓（筆者搬影）ロンドンの聖ポール寺院の地下室にある

パークスの胸像（筆者撮影）
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